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【研究の背景・目的】 

 キラル分子の一方のエナンチオマーのみを選択的に
手に入れることは有機化学の長年にわたる重要課題
であり、これまでに膨大かつ様々な手法が開発され
てきた。それら既存の手法の大半は、光学分割、も
しくは、不斉合成のいずれかであった。これに対し
て本研究では、第 3 の方法として動的キラル分子の
利用を要とする新手法：DYASIN (ダイアシン)法
［dynamic asymmetric induction（動的不斉誘起法）］を
開発し、それを用いて多様な光学活性キラル分子の
簡便調製を目指す。 

 最も代表的なキラル分子であるキラル炭素分子のキ
ラリティーは、炭素周りの「立体配置の違い」によ
って発現し、その立体化学は熱的に安定であり言わ
ば「静的キラル分子」である。一方、キラル分子に
は面不斉分子、軸不斉分子、らせん不斉分子などの
「立体配座の違い」によるキラリティーを有するも
のも数多く存在する。それらの中には分子内の結合
が回転する、もしくは結合角が変化するというエネ
ルギー障壁が比較的低い立体配座変換によって一方
のエナンチオマーから他方のエナンチオマーに変化
する分子、言わば「動的キラル分子」に分類される
ものも多い。そのような動的キラル分子は従来、「簡
単にラセミ化してしまう不安定なキラル分子」と否
定的に捉えられることが多く、有機合成化学の観点
からは「扱いづらく合成的価値は低い」と見なされ
てきた。一方、肯定的に捉えるならば、「動的キラル
分子のキラリティーはしなやかで外的因子の影響を
受けやすい」と評することも出来る。その観点から
我々は DYASIN 法を着想した。 

 
【研究の方法】 
 DYASIN の原理は「動的キラル分子のしなやかな立
体化学を外的キラル因子の影響によって変化させ、
エナンチオマーの存在比を偏らせて光学活性体とす
る」というものである。その操作は「ラセミ体の動
的キラル分子を適切な溶媒に溶かし、それに固体の
外的キラル因子を混ぜて静置する。その後、外的キ
ラル因子を濾別する」と至極簡単である。動的キラ

ル分子と外的キラル因子の相互作用の大きさはエナ
ンチオマーによって異なるために、動的キラル分子
のエナンチオマーの存在比に偏りが生じて光学活性
になる。なお、DYASIN で得られた光学活性な動的
キラル分子はそのままではラセミ化してしまうので、
速やか、かつ立体選択的に静的キラル分子に変換し
てキラリティーを定着させる。動的キラル分子とそ
の変換法は多様であり、両者の組み合わせによって
多種多様な静的キラル分子を光学活性体として調製
することが出来る。  

 
【期待される成果と意義】 
 技術面では、従来の光学分割法、不斉合成法と相補
的な新しいキラル工学の確立が期待される。なお、
DYASIN 法は室温下、空気雰囲気下に簡便に行うこ
とができ工業化にも適している。学術面では動的キ
ラル分子の立体化学挙動の精査、DYASIN の機構研
究等を通じてキラル分子化学の学理探求が進むこと
が期待される。 
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